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令和５年１０月１３日 

県 土 整 備 部 道 路 課 

 

シンポジウム「下北からのメッセージ２０２３」

が開催されます 
 

 

「下北未来塾」（塾長：清川わか氏）は、地元で働く女性や生活者の視点から「下北

半島縦貫道路」の必要性を訴えるため、平成 17 年に結成し、署名活動やシンポジウ

ム開催等の活動を通じて、早期完成に向け地域一体となった機運醸成を図っています。 

このたび、平成 18 年度から継続的に実施しているシンポジウムを下記のとおり開

催しますので、当日の取材方、何卒よろしくお願いいたします。 

 

記 

 

シンポジウム「下北からのメッセージ２０２３」 

～下北半島縦貫道路の早期完成を願って～ 

 

１ 日 時：令和５年 10 月 22 日（日） 13：00～14：30（開場 12：30） 

２ 場 所：下北文化会館 大集会室（定員 150 名） 

３  入 場 料：無  料 

４ 主 催：下北未来塾 

５ 共 催：むつ市、下北半島縦貫道路早期実現促進協議会 

６  問合せ先：むつ市 企画政策部 企画調整課 

電話：０１７５－２２－１１１１（内線２３１３・２３１４） 

メールアドレス：mt-kikaku@city.mutsu.lg.jp 

７ 添付資料：シンポジウムチラシ 

 

 

報道機関用提供資料 

担当課 

担当者 

県土整備部 道路課 

整備推進Ｇ 相馬 良璽 

電話番号 直通 ０１７－７３４－９６５１ 

内線 ６７１２ 

報道監 県土整備部理事 古市 秀徳 



（開場12:30）

入場無料

開催日時／

開催場所／

主催：下北未来塾 共催：むつ市、下北半島縦貫道路早期実現促進協議会

（むつ市金谷１丁目１０-1 TEL:0175-22-8481）



県の担当者から、下北半島縦貫道路のこれまでの
経緯や現在の状況などについて、ご説明します。

むつ市企画政策部企画調整課
電話0175-22-1111（内線２３１3・２３１４）

13：00

1４：30

・主催者挨拶、共催者挨拶

・来賓祝辞、来賓紹介

・下北半島縦貫道路の事業説明

・宮下知事からのメッセージ

・市民からの意見発表

・基調講演

・手話コーラスによる下北未来塾
メッセージソング「下北への道」

・ガンバロウ三唱

事業説明

【講 師】
国土交通省
東北地方整備局
道路部長

木村 康博 氏

【経 歴】
令和２年８月 国土交通省 総合政策局

公共事業企画調整課 事業総括調整官
令和４年７月 国土交通省 道路局

国道・技術課 道路メンテナンス企画室長
令和５年７月 現職

基調講演

下北未来塾は地元で働く女性や生活者の視
点から『下北半島縦貫道路』の早期完成を訴
えるため、平成１７年に女性だけで結成され
今年で設立１９年を迎えました。
仕事や主婦業に従事するかたわら、継続的

なシンポジウムの開催など、下北半島縦貫道
路の早期完成を目指して精力的な活動を続け
ています。

つながる心 広がる未来 明日を築く

下北半島縦貫道路

青森市
弘前市

むつ市

八戸市

下北半島縦貫道路（むつ市から七戸町間）

は、全長６９．５㎞のうち、２８．７㎞が現

在供用されております。

事業主体である青森県では、未供用区間の

横浜南ＢＰ７．０㎞、横浜北ＢＰの一部区間

１．５ｋｍ、むつ南ＢＰ５．３㎞のあわせて

合計１３．８㎞について、令和７年度に供用

開始する見通しで整備を進めています。

下北未来塾では、下北半島縦貫道路の重要

性や必要性をこの地域に住むみなさんと一緒

に考えていき、日夜頑張っていただいている

県、市町村など整備に携わるすべての皆様を

応援したい思いから、継続してシンポジウム

を開催しております。

当日は、県職員からの事業説明や青森大学

の学生の発表など、盛りだくさんの内容を用

意しております。また、会場内に皆様のご意

見やご感想を国へお届けするパネルを設置し

ますので、是非お越しください！！

（仮）横浜I.C.

横浜吹越I.C.

（仮）むつ中野沢I.C.

（仮）むつ奥内I.C.

むつ東通I.C.

現在施工区間

むつ南BP
残り5.3km

奥内BP
11.0km

横浜北BP
10.4km

横浜南BP
7.0km

平成15年度着手

令和４年度着手

平成28年度着手

平成25年度着手

七戸北I.C

野辺地七戸道路
7.1km 令和４年度着手

野辺地I.C.

青森大学むつキャンパスの学生に、下北半島縦貫
道路建設現場を見学した感想、下北に対する想い、
意見等を発表していただく予定です。

意見発表


